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法）”（以下，アスベスト試験法と記す）が併記されて  

いる。この試験法はⅩ繰回折法を用いて，原料タルク中  

のクリソタイルとトレモライトを分析する方法であるが，  

輸入品等，原料タルクが入手できない場合は，製品にも  

応用してさしつかえないとされている。   

規制が実施されて1年が経過した現在，市場に流通し  

ているベビーパウダー中のアスベストの有無を調べるこ  

とは薬事衛生上，重要と考えられる。そこで，今回，千  

葉県内で市販されているベビーパウダーにアスベスト試  

験法を応用してその品質を調査し，併せて試験法の問題  

点についても考察したので報告する。  

Ⅱ 材料および方法  

1．披検試料1988年に千葉県内で市販されていたベ  

ビーパウダー18製品を用いた。   

2．標準試料 日本化粧品工業連合会が，アスベスト  

試験法のために作成した，クリソタイル0．8％含有タル  

ク標準品およびトレモライト0．5％含有タルク標準品を  

用いた。   

3．装置  

（1）Ⅹ繰回折装置一理学電気㈱製Ⅹ線回折装置。  

（2）走査型電子顕微鏡－㈱日立製作所製S－450．   

4．X繰回折装置の測定条件 Ⅹ線管：Cu（出力1．O  

kw），菅電圧：40kV，管電流：20mA，フィルターニ  

Ni，検出器：シンチレーションカウンター，受光スリッ  

ト：0．3mm，発散スリット：lO，散乱スリット：10  

ゴニオメーターの走査速度：毎分1C／8，時定数：16  

秒，フルスケール感度：400cps．   

5．測定法 アスベスト試験法に準じ，標準試料およ  

び披検試料について，X繰回折装置を用い，回折角（2  

β）10．0～13．00 と23．0～26，00 の範囲で測定した。試  

料は少量の水またはエタノールで湿らせて，試料ホルダー  

に充填した。また，標準試料について走査型電子顕微鏡  

でその形態を観察した。   

Ⅰ はじめに  

制汗剤の一種であるベビーパ ウダーは主成分のタルク  

に収れん剤や皮膚殺菌剤等を配合した粉剤であり，乳幼  

児のあせも，おむつかぶれ，ただれ等の予防や治療に有  

効な薬用香粧品である。タルクは汗を吸収するばかりで  
■■  

なく，その滑沢性により衣類等の刺激から皮膚を保護す  

る効果があり，ベビーパ ウダーには欠くことのできない  

成分である。  

しかしながら，タルク；Ⅸ4g3Si400（OH）2は天然に産  

する鉱物であり，しばしばクリソタイル；Mg3Si205（O  

H）4，トレモライト；Ca2Mg5Si8022（OH）2，アンソフィ  

ライト；（Fe，Mg）TS18022（OH）2等のアスベストを含  

む場合がある。その理由は．タルクとこれらのアスベス  

トの鉱物生成条件が類似していること，また，一度生成  

したタルクがCa2十やSi打と反応してトレモライトに変化  

したためと考えられている1）。ベビー パウダー用には通  

常，高品質のタルクが用いられるため，従来， 安全性  

には問題がないと考えられていたが，最近，国外2）のみ  

ならずわが国3ヰ）においても市販のベビーパウダーから  

0．3～4．0％のアスベストが検出されている。近年，疫学  

■■調査等の結果アスベストへの曝露と肺ガン5）や中皮腫6・7）  

等の人体影響との関連が報告されている上，特に中皮腫  

の危険性は，曝露開始年齢が若い程高くなるといわれて  

いる8）。  

ベビーパ ウダーは乳幼児が多用するため，その安全性  

は特に重要であることから，1987年に品質確保のための  

行政的規制9）がなされ，原料のタルクにはアスベストの  

混入があってはならないとされた。タルクから，混入す  

るアスベストを除去することは困難であるため，規制に  

適合させるためには，アスベストを含まないタルクを原  

料としなければならない。そこで，規制には“ベビーパ  

ウダーに用いられるタルク中のアスベスト試験法（暫定  
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Ⅲ 結果および考察  

1．標準試料のⅩ繰回折測定   

Fig．1に標準試料のX繰回折パターンを示した。ク  

リソタイルは回折角（2∂）12．10 と24．40 に主回折ピー  

クを有する1013）とされており，アスベスト試験法でもこ  

のふたつを含む領域で測定することと定められている。  

しかし，今回の測定の結果，クリソタイル含有標準試料  

は12．10 にはピークを示したものの，24．40近辺にはピー  

クは認められなかった。この原因は，測定に使用したⅩ  

繰回折装置の出力不足のためと考えられる。一方，トレ  

モライト含有標準試料は，アスベスト試験法のとおり  

10．50 に明瞭なピークを示した。  

ことにより判定は可能であった。なお，11．80付近の小  

ピークの）は製品中に配合される金属石鹸のピークと思わ  

れるが，これもピーク巾が小さいことから，クリソタイ  

ルとは容易に区別された。トレモライトについては10．50  

付近には妨害がなく，判定は容易であった。Ⅹ繰回折測  

定の結果，いずれの被検試料からもクリソタイル，トレ  

モライト共に検出されなかった。  
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Fig．2 Ⅹ－ray diffraction pattern frorn a typlCal  

baby powder  

（C）：Chlorite  

の：metalic soap  

3．アスベストの確認   

アスベスト試験法では，Ⅹ繰回折測定によりアスベス  

トに相当するピークが認められた場合は電子顕微鏡観察  

による繊維状物質の存在を確認することとされている。  

今回，被験試料にはいずれもアスベストのピークが認め  

られなかったので，標準試料についてのみ，走査電子顕  

微鏡による形態観察を行った。トレモライト含有標準試  

料にはⅩ繰回折ピークの再現性を良好にするため，板状  

結晶のトレモライトが添加されている。そのため，形態  

の上からはトレモライトの結晶とタルクの結晶を区別す  

ることができなかった。一方，クリソタイル含有標準試  

料では，タルク（板状結晶）中に多数のクリソタイル  

（繊維状結晶）を識別することができた（Fig．3）．この  

ことから，被験試料においてもアスベストが0．8％以上  

含まれていれば，電子顕微鏡観察による繊維状物質の確  

認は容易であろうと推察された。  
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Fig．1 Ⅹ－ray diffraction patternOf asbestos  

仇）：tremOlite  

但）：Chrysotile  

2．披検試料のⅩ繰回折測定   

披検試料はいずれも互いに類似したⅩ繰回折パターン  

を示した（Fig．2）。ピーク（C）はその回折角及び回折強  

度からクロライト（緑泥石）；（Mg，Fe，AI）6（Si，  

Al）401。（OH）8の回折ピークと認められた3）。クロライ  

トはタルク原石中にしばしば含まれる鉱物であり，純粋  

なタルクはむしろ希少であると言われている2）。クロラ  

イトの混入は毒性の面では特に問題はないが，クリソタ  

イルのピークの有無の判定に際しては妨害となる。幸い，  

クリソタイルのピークは11．5～12，50 であり，クロライ  

トのピークは12．0～12．70 であるため，慎重に観察する  

▲■■   
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Fig．3 Scannlng electronmicrograph of talc  

contalning O．8％of chrysotile  

U under scale means LLm．  

4．アスベスト試験法の問題点  

Ⅹ繰回折法は操作が簡便である上，試料を反復して使  

用できる等の利点がある。しかし，これを応用したアス  

ベスト試験法では，検出限界がクリソタイルで0．8％程  

度と高く，より高感度な分析法が要求される。また，本  

試験法はクロライト等，他の成分や混入物により測定が  

■■ 不明確になる場合があるため，適切な試料前処理法の適  

用が必要である。更に，Ⅹ繰回折装置は非常に高価であ  

り，全国的に見ても本装置を備えている衛生研究所は未  

だ少ない。より一般的な装置を用いる分析法の開発が望  

まれる。  

Ⅳ まとめ  

市販のベビーパウダー18製品中のアスベストをX繰回  

折法により分析したところ，いずれの試料からもクリソ  

タイルおよびトレモライトは検出されなかった。一方，  

すべての製品にクロライトの混入が認められ，使用され  

ている原料タルクが純粋でないことが推察された。  
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